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鹿児島でひとり暮らす母に電話。声を聞かせて安心させるつもりが、逆に叱咤

激励されてしまった。母曰く「あなたが今その年齢で其処に立っていることの

意味を真剣に考えなさい。自分にできるやり方で世のため人のために尽くしな

さい」と。僕はあなたの子であることを誇りに思います。明日も生きるぜ。

さっき、友達の薬局に高校生くらいの若い男の子がトイレットペーパーを返品

しに来たとのこと。聞いたら、「親が昨日２つも買ってきて、みっともないと

思って返しにきた」んだって。いまどきの高校生の口からみっともないって言

葉がでてきたのでびっくりしたって言ってた。日本の未来は明るいね。

ぜんぜん眠っていないであろう旦那に、「大丈夫？無理しないで。」とメールし

たら、「自衛隊なめんなよ。今無理しないでいつ無理するんだ？言葉に気をつ

けろ。」と返事が。彼らはタフだ。肉体も、精神も。

今日５歳の息子に言われました。「大丈夫だよ、ママ。地震が来たら頭守って

ね。地震が終わったら外にママ連れてじぃちゃんとこ行くからね」小さい体で

守ってくれようとする息子に涙が出ました。子供の大丈夫って言葉がこんなに

大きいと思わなかった。ありがとう。

病室の、彼のいる脇のベッドに一人でいる男の子がいた。その子は、地震で父

はおらず、母とばらばらになったと言った。大丈夫？って聞いた。僕が笑って

れば母さんも笑うんだって言って、笑いかけてくれた。先生に聞いたら、少年

のお母さんの名前は、死者名簿の中に。私は、教えてあげられないよ･･･。

息子が小学校で集められている募金に自分のためてきたおこづかいの1000円を

にぎりしめて学校に行った。そして今日は放送当番なので元気が出る曲をかけ

ると言って「ちっぽけな勇気」を持って行った。息子を誇りに思う。未来を背

負うこの子達の気持ちがある限り日本は大丈夫だと思ったら涙が出た。

避難所で、４人家族なのに「分け合って食べます」と３つしかおにぎりをもら

わない人を見た。凍えるほど寒いのに、毛布を譲り合う人を見た。きちんと一

列に並んで、順番を守って物資を受け取る姿に、日本人の誇りを見た。

ある自衛隊員が言った。「被災地で炊き出しをした際、たとえ余っても自衛隊

員は絶対食べないで缶詰の冷たいご飯を食べます。被災地の人用にお風呂を用

意しても自衛隊員は入りません。そして出来るすべての事をやったらひっそり

と帰る。それが自衛隊です。」自衛隊は日本の誇りです。

ディズニーシーに一泊した娘、無事帰宅しました！キャストのみなさんが寒い

中でも笑顔で接してくれて不安を感じることなく過ごせたそうです。防寒のカ

イロやビニール袋、夜・朝の軽食と飲み物、おやつまで。ディズニーの素晴ら

しさに感動です。頑張ってくれたキャストさん、ほんとにありがとう！！

子供がお菓子を持ってレジに並んでいたけれど、順番が近くなり、レジを見て

考え込み、レジ横にあった募金箱にお金を入れて、お菓子を棚に戻して出て行

きました。店員さんがその子供の背中に向けてかけた、ありがとうございます、

という声が震えてました。

いつか自分の子供や孫に話そう。｢おばあちゃんが若かった時、東日本大震災

があって世界中が１つになった。皆が一つのために必死になって支えあって輝

いていたんだよ｣って。相手が聞き飽きるまで話そう。だから１人でも多くの

人に元気になってほしい。

物が散乱しているスーパーで、落ちているものを律儀に拾い、そして列に黙っ

て並んで、お金を払って買い物をする。運転再開した電車で、混んでるのに妊

婦に席を譲るお年寄り。この光景を見て外国人は絶句したようだ。本当だろう、

この話。すごいよ日本。

長女いわく、横浜の避難所に向かう時に、知らない人達と声を掛け合い、場所

を教え合っていたそうです。普段は冷たいと思っていた他人の優しさに触れ、

感動したそうです。日本人のいざという時の団結力を再認識しました。まだま

だ日本も捨てたものではないです。

来る時に電車で聞いたおばあちゃんの会話。「警察が電気足りないから電気（灯

り）消せって」「私たちは御国のために電気消して過ごすのは慣れてるのよ。

今回は頭の上に爆弾降って来るわけじゃないんだもの、喜んで消すわよね。」

周囲の人々一瞬しん･･･となる。涙が出そうになった。

今日、募金箱に金髪にピアスの若い兄ちゃんが万札数枚入れていた。そしてそ

の友人に｢ゲームなんていつでも買えるからな｣と言っていたのが聞こえて私含

め周りの人達も募金していた。人は見た目じゃないことを実感した。そんなお

昼でした。この話感動しました。

何時間も歩き続けてたんだけど、至る所でトイレかしますとか、休憩できます

とか言うビルや飲食店が沢山あって感動しました。とある企業ビルの人がボラ

ンティアで、○○線運転再開ですー！とか、休憩できますー！！って呼びかけ

てるの見て感動して泣きそうになったマジで w日本も捨てたもんじゃないな。

僕は感動しました。バイトの先輩が１人でも救うために寒い中紙に「バイクで

よければ送ります」と書き駅前で掲げ鳶職のお兄ちゃんを所沢まで送ったそう

です。世の中まだ捨てたもんじゃないなって思いました。本当に尊敬です！！

自分もなんか人の役に立ちたいと生まれて初めて思いました。

昨日、裏の家の高１になるお兄ちゃんに感動した。 家に１人で居たらしく、

地震後すぐ自転車で飛び出し近所をひと回り。 【大丈夫ですか???！？】と道

路に逃げてきた人達にひたすら声掛けてた。あの時間には老人や母子しか居な

かったから、声掛けてくれただけでもホッとしたよ。ありがとう。

タクシー運ちゃんと電車駅員さんとおばさんと話したけど、みんな遅くまで帰

れなかったりしてすごく疲れているのに、苛立つ事なく、言葉遣いもふるまい

も丁寧で、逆に気遣われてしまった。｢みんな大変だから｣という"みんな"って

意識があることに感動するし、私も受け継いで大事にしたい文化。

この地震が、きっかけになって、失いかけていた日本人本来の良さが戒間見れ

た気がする。犯罪はする様子はなく、助け合い、律儀、紳士的。普段日本人は

冷たい人が多い…。って個人的に感じてるんだけど、多くの人が今回で「絆」

を取り戻しつつあるように見えて、それがなんか感動して、泣けてくる。

気仙沼の友人からメールが届いた!「生き残った人たちは皆元気。ヘドロと重

油の中でお風呂もトイレもなく、汚れた手でご飯食べてる。悲惨な話も山ほど

だけどそれ以上に感動ドラマも!必ず復活するから待っててね」と。涙が止ま

らない。

千葉の友達から。避難所でおじいさんが「これからどうなるんだろう」と漏ら

した時、横にいた高校生ぐらいの男の子が「大丈夫、大人になったら僕らが絶

対元に戻します」って背中さすって言ってたらしい。大丈夫、未来あるよ。

停電すると、それを直す人がいて、断水すると、それを直す人がいて、原発で

事故が起こると、それを直しに行く人がいる。勝手に復旧してるわけじゃない。

俺らが室内でマダカナーとか言っている間クソ寒い中死ぬ気で頑張ってくれて

る人がいる。

２歳の息子が独りでシューズを履いて外に出ようとしていた。「地震を逮捕し

に行く！」とのこと。小さな体に宿る勇気と正義感に力をもらう。みなさん、

気持ちを強く持って頑張りましょう。
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生きたくても生きられなかった多くの大切な命。その魂を引き継いでゆく私たちの使命、それは･･･、

自分に出来ることで、目の前の“今”を全力投球すること。当時の Twitter での感動投稿を今一度。


